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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体の放射線画像を撮影する複数の撮影ユニットと、
　選択した前記撮影ユニットに撮影条件を供給する一方、選択した前記撮影ユニットによ
り撮影した前記放射線画像を処理する処理装置と、
　前記撮影ユニットに備わり、選択した前記撮影ユニットを識別する識別信号を生成する
識別信号生成ユニットと、
　前記処理装置に備わり、前記識別信号に従い、選択した前記撮影ユニットと前記処理装
置とを連結する連結ユニットと、
　前記処理装置に備わり、前記撮影ユニットを指定し且つ前記撮影条件を含むオーダを保
持するオーダ保持ユニットと、
　を備え、
　連結された前記処理装置から、前記識別信号生成ユニットが生成した前記識別信号に応
じた、選択した前記撮影ユニットに前記撮影条件を供給する一方、選択した前記撮影ユニ
ットから連結された前記処理装置に前記放射線画像を供給し、
　前記オーダ保持ユニットに保持された前記オーダで指定された撮影ユニットと、前記識
別信号に応じた、選択した前記撮影ユニットとが対応していない場合、前記連結ユニット
は、前記オーダ及び前記撮影条件の内容を、選択した前記撮影ユニットに対応した内容に
変更することを特徴とする放射線画像撮影システム。
【請求項２】
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　請求項１記載のシステムにおいて、
　前記撮影ユニットは、
　放射線を出力する放射線源と、
　前記被写体を透過した前記放射線を電気信号としての放射線画像に変換する放射線変換
器と、
　を備え、前記放射線源は、前記放射線変換器の特性に応じた前記撮影条件に従って制御
されることを特徴とする放射線画像撮影システム。
【請求項３】
　請求項２記載のシステムにおいて、
　前記撮影ユニットは、前記放射線変換器が組み込まれる撮影台を有することを特徴とす
る放射線画像撮影システム。
【請求項４】
　請求項１記載のシステムにおいて、
　前記撮影ユニットは、
　放射線を出力する放射線源と、
　前記被写体を透過した前記放射線を放射線エネルギとして蓄積する蓄積性蛍光体パネル
と、
　を備え、前記放射線源は、前記蓄積性蛍光体パネルの特性に応じた前記撮影条件に従っ
て制御されることを特徴とする放射線画像撮影システム。
【請求項５】
　請求項４記載のシステムにおいて、
　前記撮影ユニットは、前記蓄積性蛍光体パネルが組み込まれる撮影台を有することを特
徴とする放射線画像撮影システム。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項に記載のシステムにおいて、
　複数の前記処理装置を備え、前記連結ユニットは、選択した前記撮影ユニットと特定の
前記処理装置とを連結することを特徴とする放射線画像撮影システム。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載のシステムにおいて、
　前記処理装置は、前記撮影ユニットに対応する複数の撮影条件を保持する撮影条件保持
ユニットを備え、選択した前記撮影ユニットに対応する前記撮影条件を前記撮影条件保持
ユニットから選択し、選択した前記撮影ユニットに供給することを特徴とする放射線画像
撮影システム。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか１項に記載のシステムにおいて、
　前記識別信号生成ユニットは、選択した前記撮影ユニットの操作部からなることを特徴
とする放射線画像撮影システム。
【請求項９】
　請求項１～７のいずれか１項に記載のシステムにおいて、
　前記識別信号生成ユニットは、選択した前記撮影ユニットの振動を検出する振動検出セ
ンサからなることを特徴とする放射線画像撮影システム。
【請求項１０】
　請求項１～７のいずれか１項に記載のシステムにおいて、
　前記識別信号生成ユニットは、選択した前記撮影ユニットに対する前記被写体の接触を
検出する接触検出センサからなることを特徴とする放射線画像撮影システム。
【請求項１１】
　請求項１～７のいずれか１項に記載のシステムにおいて、
　前記識別信号生成ユニットは、選択した前記撮影ユニットに対する圧力を検出する圧力
検出センサからなることを特徴とする放射線画像撮影システム。
【請求項１２】
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　請求項１～７のいずれか１項に記載のシステムにおいて、
　前記識別信号生成ユニットは、選択した前記撮影ユニットが有し、前記被写体の情報を
読み取る情報読取ユニットからなることを特徴とする放射線画像撮影システム。
【請求項１３】
　請求項１～１２のいずれか１項に記載のシステムにおいて、
　前記撮影ユニットは、前記処理装置との間で無線通信による信号の送受信を行う無線送
受信ユニットを備えることを特徴とする放射線画像撮影システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、選択した撮影ユニットをそれに連結された処理装置によって制御し、放射線
画像を取得する放射線画像撮影システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　医療分野において、被写体に放射線を照射し、被写体を透過した放射線を放射線変換パ
ネルに導いて放射線画像を撮影する撮影装置が広汎に使用されている。
【０００３】
　この場合、放射線変換パネルとして、蛍光体に放射線画像としての放射線エネルギを蓄
積し、励起光を照射することで放射線画像を輝尽発光光として取り出すことのできる蓄積
性蛍光体パネルが知られている。放射線画像が記録された蓄積性蛍光体パネルは、読取装
置に供給して読取処理を行うことで、可視画像としての放射線画像を得ることができる。
【０００４】
　また、手術室等の医療現場においては、患者に対して迅速且つ的確な処置を施すため、
放射線変換パネルから直ちに放射線画像を読み出して表示できることが要求される。この
ような要求に対応可能な放射線変換パネルとして、放射線を直接電気信号に変換し、ある
いは、放射線をシンチレータで可視光に変換した後、電気信号に変換して読み出す固体撮
像素子を用いた放射線変換器が開発されている。
【０００５】
　これらの放射線変換パネルを使用して放射線画像を撮影する撮影装置には、被写体であ
る患者の状態や撮影部位に応じた種々の形態がある。例えば、立位状態で患者の胸部等の
撮影を行う撮影装置、ベッドに寝たままの臥位状態で患者の腹部等の撮影を行う撮影装置
、車椅子に座ったままの状態で撮影を行う撮影装置等がある。また、撮影部位によっては
、カセッテに収納された蓄積性蛍光体パネル又は放射線変換器を用いて放射線画像の撮影
を行う場合もある。
【０００６】
　規模の大きな病院の放射線科では、これらの撮影装置又はカセッテからなる撮影ユニッ
トが各撮影室に設置されている。また、各撮影室には、撮影ユニットに収納された放射線
変換パネルに対応した撮影条件、例えば、放射線変換パネルの感度や被写体の撮影部位に
応じた管電圧、管電流、放射線の照射時間等を放射線源に設定する一方、撮影された放射
線画像を処理して表示するコンソール（処理装置）が設置されている。コンソールは、Ｒ
ＩＳ（Ｒａｄｉｏｌｏｇｙ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ）を用いて医師が作
成した撮影のオーダを、院内ネットワークを介して受信する。技師は、コンソールを操作
してオーダの内容を確認し、オーダが指定する撮影ユニットを選択して撮影処理を行う。
なお、オーダには、患者の氏名、年齢等の患者情報に加えて、医師が指定した撮影ユニッ
ト、撮影方法等の情報が含まれる。
【０００７】
　ところで、撮影ユニットとコンソールとは、正しく関連付けられている必要がある。撮
影ユニットは、適切な放射線画像を撮影することのできる撮影条件をコンソールから取得
できなければならないからである。また、技師による画像確認の効率を向上させるととも
に、患者の取り違えを回避するため、特定のコンソールに対して撮影ユニットで撮影した
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放射線画像を供給し、患者情報に正確に関連させて処理できることが必要である。
【０００８】
　そこで、特許文献１、２に開示された従来技術では、複数のコンソールと複数の放射線
変換器（ＦＰＤ：Ｆｌａｔ　Ｐａｎｅｌ　Ｄｅｔｅｃｔｏｒ）とを無線アクセスポイント
を介して接続し（段落［００３８］、図３参照）、各コンソール又は各ＦＰＤが複数のオ
ーダを重複して受け付けないようにすることで、コンソールとＦＰＤとの対応関係を確保
し、これによって、患者の取り違え等の事態を回避するようにしている。
【０００９】
　また、特許文献３に開示された従来技術は、１つのコンソール（制御部）と複数の撮影
装置とを接続ケーブルにより接続して構成している（段落［０００４］、図５参照）。こ
の場合、選択した撮影装置により取得した放射線画像は、接続ケーブルを介して接続先の
コンソールに確実に送信して処理することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開２００８－１４２３１４号公報
【特許文献２】特開２００８－１６７８４１号公報
【特許文献３】特開２００３－０２４３１７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　ところで、放射線科の撮影室では、医師の指示どおりの撮影ユニットを選択して撮影を
行うことができないことがある。例えば、立位の撮影装置を用いた撮影がオーダによって
指定されている場合であっても、患者の状態が立位での撮影を行うことができない状態に
あり、臥位状態で撮影を行う撮影装置や、ＦＰＤ又は蓄積性蛍光体パネルを収納したカセ
ッテを用いた撮影に変更しなければならないことがある。
【００１２】
　この場合、技師が撮影ユニットを他の撮影装置やカセッテに変更した際、変更したこと
をコンソール側で認識して対応関係を正しく設定しないと、例えば、不適切な撮影条件が
撮影ユニットに設定されてしまったり、場合によっては、放射線画像を取得できなくなる
事態の生じるおそれがある。
【００１３】
　また、撮影に必要なカセッテのサイズや撮影可能な充電状態にあるカセッテを選択する
とともに、コンソールにおいて、選択したカセッテに係る情報の変更作業を行わなければ
ならない。特許文献１では、オーダが重複して設定されないようにしているだけであり、
対応関係の変更に対して対処できるものではない。従って、対応関係の変更作業といった
煩わしい作業が必要である。また、特許文献３は、撮影装置とコンソール（制御部）との
関係が接続ケーブルによって固定されているため、接続関係の変更に対処することはでき
ない構成になっている。
【００１４】
　本発明は、前記の不具合を解消するためになされたものであり、放射線画像を撮影する
撮影ユニットと、当該撮影ユニットを撮影条件に従って制御する処理装置との対応関係を
正確且つ容易に設定し、常に適切な放射線画像を取得することのできる放射線画像撮影シ
ステムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明の放射線画像撮影システムは、被写体の放射線画像を撮影する複数の撮影ユニッ
トと、選択した前記撮影ユニットに撮影条件を供給する一方、選択した前記撮影ユニット
により撮影した前記放射線画像を処理する処理装置と、選択した前記撮影ユニットを識別
する識別信号を生成する識別信号生成ユニットと、前記識別信号に従い、選択した前記撮
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影ユニットと前記処理装置とを連結する連結ユニットと、を備え、連結された前記処理装
置から、前記処理装置を除くユニットによって選択した前記撮影ユニットに前記撮影条件
を供給する一方、選択した前記撮影ユニットから連結された前記処理装置に前記放射線画
像を供給することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明では、処理装置を除くユニット、例えば、撮影室内において、撮影ユニットを操
作する技師自らが選択した撮影ユニットを識別し、その識別信号に従い、対応する処理装
置と撮影ユニットとを連結させることにより、撮影ユニット及び処理装置の対応関係を正
確且つ容易に自動的に設定することができる。この結果、処理装置から撮影ユニットに対
して適切な撮影条件を供給して撮影を行うことができるとともに、当該撮影ユニットから
適切な放射線画像を確実に取得することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本実施形態の放射線画像撮影システムのブロック図である。
【図２】放射線変換器の概略構成図である。
【図３】本実施形態の放射線画像撮影システムの一部の構成ブロック図である。
【図４】本実施形態の放射線画像撮影システムのフローチャートである。
【図５】他の実施形態の放射線変換器の概略構成図である。
【図６】他の実施形態の放射線変換器の概略構成図である。
【図７】他の実施形態の放射線変換器の概略構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　図１は、本実施形態の放射線画像撮影システム１０のブロック図である。放射線画像撮
影システム１０は、病院内の医療事務処理を管理する医事情報システム１２（ＨＩＳ：Ｈ
ｏｓｐｉｔａｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ）と、ＨＩＳ１２の管理下にお
いて、放射線科での放射線画像の撮影処理を管理する放射線科情報システム１４（ＲＩＳ
）と、医師による診断読影を行うためのビューア１６と、放射線科の複数の撮影室１８、
２０、２２に隣接する各処理室に設置され、仕様形態の異なる各種撮影装置や放射線変換
器、放射線変換パネル、及び蓄積性蛍光体パネル等の撮影ユニットを管理制御するコンソ
ール２４、２６、２８（処理装置）と、を備え、これらが院内ネットワーク３０によって
相互に接続されている。
【００１９】
　撮影室１８には、臥位状態の被写体３２の撮影を行う第１撮影装置３４と、立位状態の
被写体３２の撮影を行う第２撮影装置３６と、第１撮影装置３４で使用する放射線変換器
３８の充電処理を行うクレードル４０とが設置される。なお、他の撮影室２０、２２にも
、同様にして、任意の撮影ユニットが設置される。
【００２０】
　第１撮影装置３４は、撮影台４２と、撮影台４２に載置される放射線変換器３８に対し
て被写体３２を介して放射線を照射する放射線発生装置４４とを備える。第２撮影装置３
６は、放射線変換パネル４６が予め組み込まれた撮影台４８と、放射線変換パネル４６に
対して被写体３２を介して放射線を照射する放射線発生装置５０とを備える。撮影台４８
には、被写体３２のＩＤ情報を記録したＩＣカード５２の情報を読み取るＲＦＩＤリーダ
５４（情報読取ユニット）が配設される。
【００２１】
　図２は、第１撮影装置３４に用いられる放射線変換器３８の概略構成図である。放射線
変換器３８は、放射線を透過させる材料からなるケーシング５６を有し、ケーシング５６
の内部には、放射線が照射されるケーシング５６の照射面側から、被写体３２による放射
線の散乱線を除去するグリッド５８、被写体３２を透過した放射線を電荷情報に変換する
放射線変換パネル６０、及び、放射線のバック散乱線を吸収する鉛板６２が順に配設され
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る。なお、ケーシング５６の照射面をグリッド５８としてもよい。
【００２２】
　いわゆる平面型の放射線検出器（ＦＰＤ：Ｆｌａｔ　Ｐａｎｅｌ　Ｄｅｔｅｃｔｏｒ）
である放射線変換パネル６０は、例えば、放射線を感知して電荷を発生させるアモルファ
スセレン（ａ－Ｓｅ）等の物質からなる光電変換層を行列状の薄膜トランジスタ（ＴＦＴ
：Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）のアレイの上に配置し、ＴＦＴにおいて
発生した電荷を画像信号として読み出す構造のものを用いることができる。
【００２３】
　ケーシング５６の内部には、放射線変換器３８の電源であるバッテリ６４と、バッテリ
６４から供給される電力により放射線変換器３８を駆動制御する制御部６６と、放射線変
換器３８によって変換された被写体３２の放射線画像を撮影室１８に接続されたコンソー
ル２４に送信する送受信部６８（無線送受信ユニット）とが収容される。また、ケーシン
グ５６の側部には、放射線変換器３８を起動するための電源スイッチ７０（操作部）が配
設される。電源スイッチ７０は、技師によって選択された当該放射線変換器３８を識別す
るための識別信号を生成する識別信号生成ユニットとして機能する。
【００２４】
　図３は、コンソール２４、及び、コンソール２４によって管理される撮影室１８内の第
１撮影装置３４、第２撮影装置３６の構成ブロック図である。なお、コンソール２６、２
８及び撮影室２０、２２も同様に構成される。
【００２５】
　第１撮影装置３４を構成する放射線変換器３８は、放射線変換パネル６０により変換し
て得られた放射線画像を画像信号として記憶する画像メモリ７２と、放射線変換器３８を
特定するＩＤ情報を記憶するＩＤメモリ７４とを備える。放射線変換器３８の送受信部６
８は、画像メモリ７２に記憶された放射線画像を無線通信によりコンソール２４に送信す
る。第１撮影装置３４を構成する放射線発生装置４４は、放射線を出力する放射線源７６
と、放射線源７６を制御する線源制御部７８と、曝射スイッチ８０とを備える。
【００２６】
　第２撮影装置３６を構成する撮影台４８は、放射線変換パネル４６によって変換して得
られた放射線画像を無線通信によりコンソール２４に送信する。放射線発生装置５０は、
第１撮影装置３４の放射線発生装置４４と同様に構成される。
【００２７】
　コンソール２４は、院内ネットワーク３０を介して、ＨＩＳ１２、ＲＩＳ１４、ビュー
ア１６、他のコンソール２６、２８との間で信号の送受信を行うとともに、撮影室１８内
の第１撮影装置３４及び第２撮影装置３６との間で識別信号を含む信号の送受信を行う送
受信部８２を有する。また、コンソール２４は、制御部８４により制御される。制御部８
４には、ＲＩＳ１４から取得した撮影のオーダを記憶するオーダ記憶部８６（オーダ保持
ユニット）と、ＲＩＳ１４から取得し、あるいは、技師によりコンソール２４で設定した
第１撮影装置３４及び第２撮影装置３６の撮影条件を記憶する撮影条件記憶部８８（撮影
条件保持ユニット）と、第１撮影装置３４又は第２撮影装置３６から取得した放射線画像
に対する画像処理を行う画像処理部９０と、画像処理された放射線画像を表示する表示部
９２とを備える。制御部８４は、技師によって選択された第１撮影装置３４又は第２撮影
装置３６を特定するＩＤ情報に従い、放射線画像撮影システム１０におけるコンソール２
４、２６、２８以外の（を除く）ユニットであって、撮影室１８、２０、２２において技
師が選択したユニットである、選択された第１撮影装置３４又は第２撮影装置３６と、当
該コンソール２４とを、関連付けられた装置として連結する連結ユニットとして機能する
。
【００２８】
　本実施形態の放射線画像撮影システム１０は、基本的には以上のように構成されるもの
であり、次に、コンソール２４及び撮影室１８を中心とした動作につき、図４に示すフロ
ーチャートに従って説明する。
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【００２９】
　先ず、コンソール２４の送受信部８２は、院内ネットワーク３０を介してＲＩＳ１４か
ら撮影のオーダを取得する（ステップＳ１）。なお、オーダは、ＲＩＳ１４を用いて医師
により作成される。オーダには、患者の氏名、年齢、性別等、患者を特定するための患者
情報に加えて、撮影に使用する撮影装置、撮影部位、撮影方法、撮影条件が含まれる。撮
影条件とは、例えば、放射線源７６の管電圧、管電流、放射線の照射時間等、被写体３２
に照射される放射線量を決定するための条件である。
【００３０】
　次に、技師は、コンソール２４を操作し、取得したオーダを表示部９２に表示させ、そ
のオーダに基づいて撮影に使用する撮影装置を選択し（ステップＳ２）、撮影準備を行う
（ステップＳ３）。
【００３１】
　この場合、臥位撮影を行う第１撮影装置３４が選択されたとすると、撮影台４２上に、
クレードル４０によってバッテリ６４の充電が完了した放射線変換器３８を載置し、その
上に被写体３２を位置決めする。また、立位撮影を行う第２撮影装置３６が選択されたと
きには、撮影台４８に被写体３２を位置決めする。
【００３２】
　次いで、技師により第１撮影装置３４が選択されたとき、放射線変換器３８の電源スイ
ッチ７０をＯＮにすることで、放射線変換器３８を放射線画像の撮影可能状態に設定する
。放射線変換器３８の制御部６６は、電源スイッチ７０がＯＮ状態になると、放射線変換
器３８が撮影ユニットとして選択されたことを識別する撮影装置識別信号を生成し（ステ
ップＳ４）、ＩＤメモリ７４に記憶されている放射線変換器３８を特定するＩＤ情報を送
受信部６８を介して無線通信により撮影室１８のコンソール２４に送信する（ステップＳ
５）。この場合、選択された放射線変換器３８は、技師により電源スイッチ７０がＯＮ状
態とされているため、撮影可能な起動状態であることが保証される。従って、コンソール
２４側で撮影ユニットを選択し、その撮影ユニットに対して撮影条件を送信しようとした
とき、撮影ユニットが起動しておらず、撮影を行うことができない、といった不具合の生
じることはない。
【００３３】
　また、第２撮影装置３６が選択されたときには、例えば、患者情報を保持するＩＣカー
ド５２を撮影台４８に収納されているＲＦＩＤリーダ５４に近づけることにより、ＲＦＩ
Ｄリーダ５４によって読み取った第２撮影装置３６を特定するＩＤ情報が撮影装置識別信
号として撮影室１８のコンソール２４に送信される。
【００３４】
　コンソール２４の制御部８４は、オーダ記憶部８６に当該被写体３２に係るオーダが記
憶されているか否かを確認し（ステップＳ６）、オーダが記憶されているとき、送受信部
８２によって受信した放射線変換器３８又は第２撮影装置３６を特定するＩＤ情報がオー
ダで指定されている撮影装置に対応しているか否かを確認する（ステップＳ７）。そして
、ＩＤ情報がオーダで指定されている撮影装置に対応していれば、オーダの変更は不要と
して（ステップＳ８）、撮影条件記憶部８８から選択した第１撮影装置３４又は第２撮影
装置３６に対応する撮影条件を選択する（ステップＳ９）。
【００３５】
　選択された撮影条件は、送受信部８２を介して第１撮影装置３４を構成する放射線発生
装置４４又は５０に送信され、線源制御部７８に設定される（ステップＳ１０）。放射線
発生装置４４又は５０に撮影条件が設定された後、曝射スイッチ８０が操作されることで
、放射線源７６から放射線が被写体３２に照射される。被写体３２を透過した放射線は、
放射線変換器３８を構成する放射線変換パネル６０、又は、撮影台４８に内蔵されている
放射線変換パネル４６に照射されることで、被写体３２の放射線画像の撮影が行われる（
ステップＳ１１）。撮影された放射線画像は、放射線変換器３８の場合、画像メモリ７２
に一旦記憶される。
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【００３６】
　コンソール２４は、第１撮影装置３４又は第２撮影装置３６から放射線画像を取得し（
ステップＳ１２）、画像処理部９０において画像処理を施した後（ステップＳ１３）、表
示部９２に放射線画像を表示する（ステップＳ１４）。技師は、表示部９２に表示された
放射線画像を確認して再撮影の要否を判定し（ステップＳ１５）、必要に応じて再撮影を
行う。なお、適切な放射線画像であると判断された場合、当該放射線画像は、院内ネット
ワーク３０を介してビューア１６に送信され、医師による読影診断に供せられる。
【００３７】
　ところで、技師が、例えば、撮影室２０に配置されている撮影ユニットを用いて放射線
画像の撮影を行おうとしたところ、撮影室２０が使用中であるため、他の撮影室１８に切
り替えたとする。その場合、撮影室１８に接続されているコンソール２４のオーダ記憶部
８６には、当該被写体３２に係るオーダが記憶されていない。そこで、コンソール２４は
、ＲＩＳ１４に当該被写体３２に係るオーダを要求して取得するとともに、撮影室２０に
接続されているコンソール２６に設定されている当該オーダをキャンセルする（ステップ
Ｓ１６）。以下、選択した撮影装置を用いて放射線画像の撮影を行う。
【００３８】
　また、技師が、オーダに従い、撮影室１８の第２撮影装置３６を用いて放射線画像を撮
影しようとしたところ、足が不自由等の理由により、被写体３２が立位での撮影を行うこ
とができない状態の場合がある。この場合、急遽、臥位の撮影を行う第１撮影装置３４に
切り替えるものとする。
【００３９】
　その場合、技師は、第１撮影装置３４の撮影準備を行い、使用する放射線変換器３８の
電源スイッチ７０をＯＮにすることで撮影装置識別信号を生成し、当該放射線変換器３８
を特定するＩＤ情報をコンソール２４に送信する。コンソール２４の制御部８４は、送信
されたＩＤ情報がオーダで指定している撮影装置に対応しているか否かを確認する。この
場合、ＩＤ情報とオーダで指定している撮影装置とが対応していないため、制御部８４は
、オーダの内容を変更し（ステップＳ１７）、変更後の撮影装置に係る撮影条件を撮影条
件記憶部８８から選択して、第１撮影装置３４の放射線発生装置４４に設定する。このと
き、技師がコンソール２４まで戻り、オーダで指定する撮影ユニットを再設定する、とい
った煩わしさはない。なお、医師によって設定されたオーダの内容自体を技師が変更する
ことはできないが、どの撮影ユニットを用いてどのような撮影を行ったか、というオーダ
の一部である撮影実績情報については、技師によるオーダの変更として設定し、且つ、記
録できるものとする。また、表示部９２では、上記のようにオーダの内容が変更されると
、現在の表示内容（オーダ）を、変更後の内容に切り替える（オーダの変更内容を反映し
て表示する）。
【００４０】
　さらに、第１撮影装置３４を用いた撮影を行う際、他の撮影室から使用可能な放射線変
換器３８を撮影室１８に持ち込み、撮影準備を行うこともできる。この場合、持ち込んだ
放射線変換器３８の電源スイッチ７０をＯＮにすることで、当該放射線変換器３８と、撮
影室１８に接続されたコンソール２４とを自動的に関連させることができる。
【００４１】
　このように、技師が選択した撮影装置と、これらの撮影装置に適切な撮影条件を供給す
るとともに、取得した放射線画像を処理するコンソールとを正しく関連付けることができ
るため、患者である被写体３２の取り違えや撮影条件の設定ミスといった不具合の生じる
ことがなく、所望の放射線画像を確実に取得することができる。
【００４２】
　図５は、他の実施形態である放射線変換器９４の構成ブロック図である。なお、図３に
示す放射線変換器３８と同一の構成要素には同一の参照符号を付し、その説明を省略する
。
【００４３】
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　放射線変換器９４は、放射線変換器９４を移動させる際に生じる振動を検出する振動検
出センサ９６（識別信号生成ユニット）を備える。なお、メモリ９８は、撮影した放射線
画像を電気信号として記憶する。
【００４４】
　放射線変換器９４は、技師が当該放射線変換器９４を持ち運ぶことで撮影準備を開始し
たことを振動検出センサ９６によって検出する。制御部６６は、振動の検出結果に基づい
て撮影装置識別信号を生成し、当該放射線変換器９４を特定するＩＤ情報を撮影室のコン
ソールに送信する。これにより、コンソールは、撮影に使用する放射線変換器９４が技師
により選択されたことを正しく認識することができる。
【００４５】
　なお、放射線変換器９４が選択されたか否かは、放射線変換器９４に配設した接触検出
センサ９５、あるいは、圧力検出センサ９７を用いて検出することもできる。
【００４６】
　図６は、他の実施形態である放射線変換器１００の構成ブロック図である。なお、図５
に示す放射線変換器９４と同一の構成要素には同一の参照符号を付し、その説明を省略す
る。
【００４７】
　放射線変換器１００は、被写体３２のＩＤ情報を記録したＩＣカード５２の情報を読み
取るＲＦＩＤリーダ１０２を備える。放射線変換器９４は、被写体３２のＩＣカード５２
をＲＦＩＤリーダ１０２に近づけることにより、当該放射線変換器１００を撮影に使用す
るものであることが認識される。制御部６６は、ＩＣカード５２を認識することで撮影装
置識別信号を生成し、当該放射線変換器１００を特定するＩＤ情報を、ＩＣカード５２か
ら読み取った被写体３２のＩＤ情報とともに、送受信部６８を介して当該放射線変換器１
００が配設される撮影室のコンソールに送信する。これにより、コンソールは、放射線変
換器１００が撮影のために選択されたことを認識することができる。そこで、コンソール
は、放射線変換器１００の特性に応じた撮影条件を撮影室の放射線発生装置に供給する。
放射線発生装置は、供給された撮影条件に従って放射線を被写体に照射し、所望の放射線
画像を放射線変換器１００に撮影する。
【００４８】
　図７は、蓄積性蛍光体パネルＩＰを収納したカセッテ１０４を用いた放射線画像撮影シ
ステムの要部構成図である。
【００４９】
　カセッテ１０４は、被写体３２のＩＤ情報を記録したＩＣカード５２の情報を読み取る
ＲＦＩＤリーダ１０６、ＲＦＩＤリーダ１０６を制御する制御部１０８、制御部１０８を
介してＲＦＩＤリーダ１０６により読み取ったＩＤ情報を、当該カセッテ１０４を特定す
るＩＤ情報とともに、コンソール２４に無線通信により送信する送受信部１１０と、ＲＦ
ＩＤリーダ１０６、制御部１０８、送受信部１１０に対して電力を供給するバッテリ１１
２とを備える。
【００５０】
　カセッテ１０４を用いた被写体３２の撮影準備が完了した後、ＩＣカード５２をＲＦＩ
Ｄリーダ１０６に近づけることにより、当該カセッテ１０４が撮影に使用されるものであ
ることが認識される。制御部１０８は、撮影装置認識信号を生成し、当該カセッテ１０４
を特定するＩＤ情報とともに、送受信部１１０を介して当該カセッテ１０４が配設される
撮影室のコンソール１１４に送信する。コンソール１１４は、撮影室に配設されたカセッ
テ１０４が撮影のために選択されたことを認識し、カセッテ１０４の蓄積性蛍光体パネル
ＩＰの特性に応じた撮影条件を放射線発生装置１１６に供給する。放射線発生装置１１６
は、供給された撮影条件に従って放射線を被写体３２に照射し、所望の放射線画像を蓄積
性蛍光体パネルＩＰに撮影する。放射線画像が記録された蓄積性蛍光体パネルＩＰは、読
取装置１１８に供給され、放射線画像の読取処理が行われる。
【００５１】
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　なお、本発明の放射線画像撮影システムは、上述した実施形態に限定されるものではな
く、本発明の要旨を逸脱しない範囲で種々の変更が可能であることは勿論である。
【００５２】
　上記の説明では、技師による電源スイッチ７０のＯＮや、技師が放射線変換器９４を持
ち運ぶ際の振動検出センサ９６による検出、接触検出センサ９５による検出、あるいは、
圧力検出センサ９７による検出や、ＲＦＩＤリーダ１０２、１０６によるＩＣカード５２
の読み取りに起因して、放射線変換器３８、９４、１００又はカセッテ１０４からコンソ
ール２４、２６、２８、１１４にＩＤ情報等が送信されることにより、放射線画像撮影シ
ステム１０におけるコンソール２４、２６、２８、１１４を除くユニットとしての撮影装
置が選択されると共に、選択された撮影装置とコンソール２４、１１４との間が連結され
ることになる。
【００５３】
　本実施形態では、このような例に限定されることはなく、例えば、クレードル４０の電
源スイッチ２００（図１参照）、撮影台４２に設けられた操作部（電源スイッチ）２０２
（図１参照）、曝射スイッチ８０（図３参照）、あるいは、放射線発生装置５０に設けら
れた操作部２０４（図３参照、曝射スイッチ又は表示画面上のボタン）を、技師が操作す
ることに起因して、ＩＤ情報等をコンソール２４、２６、２８、１１４に送信し、コンソ
ール２４、２６、２８、１１４では、送信元のこれらの操作部に関わる撮影装置と、当該
コンソール２４、２６、２８、１１４との間を連結してもよい。この場合、上述した操作
部（電源スイッチ２００、操作部２０２、曝射スイッチ８０、操作部２０４）は、技師に
よって選択された撮影装置を識別するための識別信号を生成する識別信号生成ユニットと
して機能する。
【００５４】
　従って、技師がこれらの操作部を操作することにより、放射線画像撮影システム１０に
おけるコンソール２４、２６、２８、１１４を除くユニット（撮影装置）が選択され、選
択されたユニットと、コンソールとの間で連結を行うことが可能となる。
【００５５】
　また、技師が、オーダとは異なる撮影装置に切り替え、切り替えた撮影装置に係る前記
操作部を操作した場合に、コンソール２４、２６、２８、１１４は、現在のオーダを前記
異なる撮影装置に応じたオーダの内容に変更し、表示部９２では、変更後の内容（オーダ
）を表示する。
【符号の説明】
【００５６】
１０…放射線画像撮影システム
１２…ＨＩＳ
１４…ＲＩＳ
１６…ビューア
１８、２０、２２…撮影室
２４、２６、２８…コンソール
３０…院内ネットワーク
３２…被写体
３４…第１撮影装置
３６…第２撮影装置
３８、９４、１００…放射線変換器
４０…クレードル
４４、５０、１１６…放射線発生装置
５２…ＩＣカード
５４、１０２、１０６…ＲＦＩＤリーダ
７０…電源スイッチ
９６…振動検出センサ
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１０４…カセッテ
１１８…読取装置
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